
スクールコモンズ



美術センター 同志社中学校

教室前のメディアスペース

同志社中学校美術メディアセンター

音楽メディアセンター

理科センター

教室の外が大切
子どもたちを待ち受け、活動に誘い

能動的な姿勢を生み出す
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武蔵野市立千川小学校(東京）

立命館中学・高等学校

広島県立叡智学園中学・高等学校

追手門中学校・高等学校

武蔵野市立千川小学校

追手門中学校・高等学校

立命館中学・高等学校 浪合小学校

スクールコモンズ：学校空間全体が学習・交流の場



学校空間の再考 表現力を高める大階段空間 「表現の舞台」
©教育環境研究所

青山学院中等部

坂井市立丸岡南中学校

見附市立今町小学校
HELLERUP SCHOOL
（デンマーク）

スクールコモンズ：学校空間全体が発表・集まり・交流の場



Svaleboskolan (ルント市、スウェーデン）

ソファー/座る場所

スクールコモンズ：学校空間全体が自分の居場所



糸魚川市立糸魚川小学校（新
潟）

トイレ、水回りの快適化

４K    →新４K
きたない  きれい
くさい   かいてき
くらい    けんこう
こわい   こうりゅう

トイレは「居室」 
大きな窓

明るさ・換気   
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保健室は健康の発信基地
呉市立川尻小学校(広県）

相談室はまず心をほどける環境
カリタス女子中学校・高等学校(神奈川）

健康教育の拠点：保健室・相談室
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義務教育学校：施設一体型の小中一貫教育校
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１ 義務教育学校とは
小中一貫教育を目的とし、一人の校長，一つの教職員組織の下，義務教育９年間の教育目標を

設定し，９年間の系統性を確保した教育課程を編成・実施する。地域ぐるみの教育が意図される。
2016年度から制度化。

２ 義務教育学校のメリット
①「中一ギャップ」の解消が期待できる。 （中学生の不登校の減少など）
②小中の交流がこれまで以上に促進される。
③自由な教育課程の編成ができ、「４―３―２」や「５―４」などの学年段階の区切りを設定できる。
④９年間を見通した指導、小学校での教科担任制や小中学校での乗り入れ指導等が可能となる。
⑤校務の効率化や質の向上につながる。
⑥ＰＴＡ組織の一本化が図られる。
⑦施設の共用により施設の多様化が図れ、教育機会を充実できる。

３ 義務教育学校の課題
①人間関係が固定化されやすい、高学年におけるリーダー性育成の機会が減るという指摘がある。
②転出入する児童生徒への対応が必要。教員は，小中両方の教員免許が必要になる。

参考：「小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引」 平成２８年１２月 文科省

義務教育学校



小中一貫教育の取組みと施設

総合教室型 特別教室型 特別教室型・一部教科教室型 教科センター方式◆運営方式

品川区HP 品川区小中一貫教育要領
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9年間の成長・変化の感じられる学年の区切り

川崎市立はるひ野小学校・中学校

１・２年：教室まわりで様々な活動ができる 総合教室型
３・４年：普通教室と特別教室との組合わせ 特別教室型
５～７年：教科担任制の導入 一部教科教室型
８・９年：自ら教室に行く。教科指導の充実 教科教室型
＊授業時間、下校時間の違い、試験期間、校内放送、チャイム等に
留意
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異学年交流 集会・発表・行事
児童会・生徒会、部活動

⇒ 図書室・学習情報センター、特別教室
食堂・ホール

⇒ 移動空間・トイレ・流し、屋外空間
⇒ お互いが見え合う関係
⇒ 交流の場となるアプローチ

義務教育学校：子供同士、学校と地域の交流スペース

富山市立芝園小学校・中学校

川崎市立はるひ野小学校・中学校



８・９年：教科センター方式１・２年：総合教室型

義務教育学校：各学年段階の成長・特性に応じた教室まわりの構成

川崎市立はるひ野小学校・中学校



2016.12 School Amenity

小学校教員

中学校教員

打合せ
コーナー

打合せ
コーナー

小学校長

中学
校長

ﾜｰｸ
ｽﾃｰｼｮﾝ

ﾘﾗｯｸｽ
ｽﾍﾟｰｽ

義務教育学校：学校運営の一貫性を確保する管理諸室

豊島区立池袋本町小学校・池袋中学校

中学校教員



中学校閲覧

義務教育学校：学校の中心にある、全校の交流の場となる図書館

小学校閲覧

川崎市立子母口小学校・東橘中学校


